制度 が 延長 され た 
( EaNISA 

に つい て 、 

ボク が 説明 する よ ! 


早わかり 
ガイ ドブ ッ ク _ 


DECI 


kaNISA で 


ちょ っ と ずつ 、 資 産 形成 を 始め て み ま せ ん か ? 


低 金 利 の も や と で は 、 預金 だ け で は 資産 は 増え ませ ん 。 

確か に 、 投 資 信託 に は 元 本 割れ の リス ク が あり ます が 、 

ちょ っ と し た 工夫 で 、 こ うし た リス ク を 軽減 する こと が 期待 で きま す 。 
その 工夫 と は 、 


RS 


その 方 法 に つい て 、 詳 し く 見 て いき まし ょ う ! 





4 金融 庁 


Financial Services Agency 


NISA 推進 ・ 連 絡 協 議会 


つみ た で NISA る の 


特徴 を 学 ほう ! 


入間 少額 (例え ば 100 円 )“ 々 か ら で も 運用 を 始め られ る 
投資 信託 "が 対象 








特徴 


人 
非課税 で 保有 で きる 期間 は 投資 し た 年 か ら 20 年 間 人 ^ 


対象 と な る 投資 信託 人 ^^ は 
長期 ・ 積 立 ・ 分 散 投資 に 適し た 商品 と な る よう 
@ 販売 手数 料 が 0 円 (ノー ロー ド ) 4 で 
信託 報酬 4$ も 低い 商品 
@ 頻 繁 に 分 配 金 が 支払 われ な い 商 品 
な どの 法令 上 の 条件 が 設け られ て いま す 
















長期 ・ 積 立 ・ 分 散 投資 の 効果 (株式 ) 





20 年 間 毎 月 1 万 円 投資 し た 場合 




































































































































































































600 投資 総額 一 MSCI オー ル ( ブ 全 世 界 株 式 
(MSCI ACWI グ ロス ) 
500 6224 万 円 
400 
9 日 本 株 式 (日 経 平均 ) 
503 万 円 
200 
100 Mme 240 万 円 」 
0 万 円 
2001 年 2004 年 2007 年 2010 年 2013 年 2016 年 2019 年 
[出所 〕 Bloomberg を も と に 金融 庁 作成 [期間 2001 年 1 月 一 2020 年 12 月 
※ 株 価 指数 に 直接 投資 する こと は で きま せん 。 デ ー タ は 投資 コス ト 、 税 金 な ど を 考慮 し て いま せん 。 
※ こ れ は 過去 の 実績 を も と に し た 算出 結果 で あり 、 将 来 の 投資 成果 を 予測 ・ 保 証する も の で は あり ませ ん 。 


























人 1 金融 機関 に より 、 最 低 投資 金額 は 異な り ます 。 

4、2 つみ た て NISA の 対象 と な る 投資 信託 に は 、 公 募 株 式 投資 信託 と ETF (上 場 株 式 投資 信託 ) が あり ます 。 
4、3 2042 年 まで 。 な お 、 2042 年 の 投資 分 は 、206 1 年 まで 非課税 で 保有 で きま す 。 

人 4 対象 商品 は 金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト に 公表 され ます 。 

4 5 つみ た て NISA の 対象 商品 と な る ETF に は 、 通 常 、 売 買 委託 手数 料 が か か り ま す 。 

人 6 投資 信託 の 保有 期間 中 、 投 資 信託 の 純資産 総額 か ら 差 し 引か れる 運用 管理 費用 。 
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時 間 の 分 散 (積立 投資 ) に 
つい て 学 ほ ぼう! 


いつ 買え ば いい の ? 
投資 する タイ ミン グ っ て 
難し いね ! 


投資 信託 の 値動き 





そん な 悩み を 解決 する の に 、「 積 立 投資 ] と いう 方 法 が あり ます 。 

屋 積立 投資 と は 、「 あらかじめ 決 まっ た 金額] を 「 続 け て 」 投 資す る こと で す 。41 
定期 的 に 積立 投資 を する こと で 、 安 いと き に 買わ な か っ た り 、 高 いと き に だ け 
買っ て し まっ た りす る こと を 避け られ ます 。 


つみ た で NISA で は 


決ま っ た タイ ミン グ ( 例 : 毎月 な ど ) で 
自動 的 に 買い 付け て くれ る の で 手間 も か か り ま せん 。 





人 1 販売 会 社 に よっ て は 、 ボ ー ナ ス 受 給 時 等 に 合わ せ て 、 あ ら か じ め 他 の 月 より も 多い 額 を 指定 する こと が で きる 場合 も 
あり ます 。 


= 積立 投資 に つい て 
三 も ラグ し 具体 的 に みて み ま し レ しょう 


定額 の 積立 投資 な ら 安 いと き に 多く 購入 で きま す 


以下 の よう な 値動き の 場合 に 、 投 資 信託 を 最初 に 4 万 円 分 買っ た と き と 、 
4 ヵ月 間 、 毎 月 1 万 円 ずつ 定額 で 買っ た と き を 比べ る と … 公 1 














1 ヵ月 目 2 ヵ月 目 3 ヵ月 目 4 ヵ月 目 
民生 a | ….。 | 1 万 円 
投資 信託 1 万 口 の デム 、、 | 
1 ーー a 5 壮 
a A i 
§ | i ] 購入 総額 4 万 円 
4 万 円 | 1 PE 
4 万 円 分 | | _ 計 4 万 ロ 
- 班 会 ] i | 平均 購入 単価 。 
a WE a om (万 ロ あ た り 
| i | 1 万 円 


毎月 。 | | | 購入 口数 
1 万 円 ずつ | | | | 計 4.5 万 ロ 





MA | | | 平均 購入 単価 
積立 投資 a | ) 王 所 0 


価格 が 高い と き は 価格 が 安い と き は 
少な く 購入 する こと に な り ま す 多く 購入 する こと に な り ま す 


へ この 例 で は 、 毎 月 1 万 円 ずつ 購入 し て いた 場合 の 方 が 、 平 均 的 な 購入 単価 を 
安く する こと が で きま し た 。 














つみ た で NISA で は 
買付け の 方 法 が 、 こ の 「 積 立 投 資 」 に 限定 され て いま す 。 





人 ム 1 上 記 の 例 は 将来 の 投資 成果 を 予測 ・ 保 証する も の で は あり ませ ん 。 相 場 が 継続 し て 上 昇 し 続け る 場合 等 、 一 括 投資 の 方 が 


有利 な 場合 が あり ます 。 。。。。 02 
A2 投 宮 信託 の 取引 単位 は [口数 ] で 示さ れ ま す 。 変 動 する 投資 信託 の 価格 は [基準 価額 ] と 呼ば れ 、 多 く は [1 万 口 あたり ] 


され ます 。 





シュ 


分 散 に つい て 学 ほ ぼう! 









分 散 投資 の 効果 (イメ ー ジ ) 





分 散 投資 が 
リス ク を 抑え て 
くれ る よ ! 






分 散 投資 を 行う こと で 、 価 格 の 変動 が 小さ べく な り 、 リ スク を 軽減 する こと が 期待 で きま 
す 。 こ れ を 「 資 産 の 分 散 」 と 言い ます 。 
また 、 投 資 先 の 地域 を 分 散 す る こと に より 、 よ り 安定 的 に 世界 経済 の 成長 の 果実 利 
益 ) を 得る こと が 期待 で きま す 。 こ れ を 「 地 域 の 分 散 」 と 言い ます 。 


1 つの 資産 だ け に 投資 する より も 、 投 資 信託 を と お し て 値動き の 異な る 複数 の 資産 に 


EK 1 に 7?・ 才 <dF: 


1 つの 商品 で 「 資 産 の 分 散 」 と 「 地 域 の 分 散 」 を 
同時 に 行う 投資 信託 も あり ます 。 


信 資産 ] は 大 きく 「 株 式 」 と [債券] な ど に 分 けら れ ま す 。 


長期 投資 の 
効果 に つい て 学 ぼ ほう ! 


資産 ・ 地 域 を 分 散 し て 積立 投資 を 行っ た 場合 の 
運用 成果 の 実績 【 保 有期 間 別 (5 年 ,20 年 )】!」 
保有 期間 5 年 
60% 
50% 
40% 
頻 30% 
度 20% 
10% 
0% 










ポイ ント だ ね ! 


| 


-8% -6% -4% -2% 0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 
-6% -4% -2% 0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 


保有 期間 20 年 運用 成果 (年率) 


60% 


EO 9 3 -% 0% 2 6% 10% ch 
-6% -4% -2% 0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 
運 3 還 
運用 成 洒 (年 率 ) 金融 庁 作成 











=) が 低く な る 傾向 が あり ます 。 
た だ し 、 途 中 で 売っ た り 積 立 投資 を や め て し まう と 、 こ うし た 効果 は 弱く な り ま す 。 
投資 信託 の 価格 (基準 価額 ) は 上 が っ た り 下 が っ た り し ます が 、 こ うし た 動き に 過度 に 
ー 吉 一 夏 す る こと な く 、 積 立 ・ 分 散 投資 を 長期 間 に わ た っ て 続け る こと も 大 切 で す 。 


周 資産 や 地域 を 分 散 し た 積立 投資 を 長期 間 続 ける こと で 、 結 果 的 に 元 本 割れ する 可能 性 


つみ た NISA で は 


信託 期間 (投資 信託 を 運用 する 期間 ) が 長期 で ご ある こと な ど 、 
長期 投資 に 適し た も の に な る よう な 基準 が 設け られ て いま す 。 





4、1 1985 年 か ら 2020 年 の 各 年 に 、 毎 月 同額 ずつ 国内 外 の 株 式 ・ 債 券 の 買付け を 行っ た も の で す 。 各 年 の 買付け 後 、 保 有 
期間 が 経過 し た 時 点 で の 時 価 を も と に 運用 結果 及び 年 率 を 算出 し て いま す 。 これ は 過去 の 実績 を も と に し た 算出 結果 
で あり 、 将 来 の 投資 成果 を 予測 ・ 保 証する も の で は あり ませ ん 。 運 用 管理 費用 は 含み ませ ん 。 
日 本 株 式 : 東証 株 価 指数 (配当 込み ) 、 先 進 国 株 式 : MSCI コ クサ イ ・ イ ン デ ックス (円 換算 ベース) 
日 本 債券 : NOMURA-BP| 総 合 、 先 進 国債 券 : FTSE 世 界 国債 イン デック ス (除く 日 本 、 円 ペース) 
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手数 料 に 
つい て 学 ほ う ! 


信託 報酬 率 が 1% 違 う 場合 の 資産 総額 
100 万 円 を 投資 し た 場合 の イメ ー ジ 
信託 報酬 控除 前 リタ ー ン 4.5% 


手数 料 の 影響 っ て 
大 きい ね ! 


(fee1.5% ーー ん 





上 図 の よう に 、 こ の 信託 報酬 は 長期 の 運用 成果 に 大 き な 影 響 を 与え ます 。 


投資 信託 は 、 運 用 期間 中 に 「 信 託 報酬 (運用 管理 費用 ) 」 と いう 手数 料 が か か り ま す 。 
同じ よう な 投資 信託 で も 、 信 託 報酬 が 異な る 場合 も ちる の で 、 商 品 を 選ぶ 際 は 


手数 料 を 必ず 確認 し まし ょ う 。 
な お 、 つ みた て NISA 対 象 商品 以外 の 投資 信託 に は 、 信 託 報酬 の ほか に 販売 手数 料 
が か か る も の が あり ます 。 


つみ た で NISA で は 


信託 報酬 が 低く 全 '、 販売 手数 料 も 0 円 (ノーロード )42 の 
低 コ スト 商品 に 限定 され て いま す 。 


人 1 信託 報酬 率 は 1.5% 以 下 。 な お 、 つ みた て NISA で 投資 を 始め た 後 、 年 に 1 度 、 実 質 的 な 信託 報酬 等 の 概算 額 が 通知 され 
ます 。 
人 2 つみ た て NISA の 対象 商品 と な る ETF に は 、 通 常 、 売 買 委 託 手 数 料 が か か り ま す 。 


分 配 金 の 


曳 響 に つい て 学 ほ ぼう ! 





分 配 金 を 
































受け 取ら な いと 元 本 が 索 衣 + 
D3 資 ーー トー i ka の 
増え て いく ん だ ね ! 較 分 配 金 
< 運用 期間 
保有 元 本 
er 
額 





中 1 i 


② の よう に 、 分 配 金 を 受け 取ら ず に 運用 を 継続 する と 、 運 用 で 得 ら れ た 利益 が 更 
に 運用 され る こと で 、 利 益 が 増幅 し て いく 効果 (複利 効果 ) が 期待 で きま す 。 
複利 効果 は 投資 期間 が 長い ほど 大 きく な り ま す 。 


三 、 


な 















pclkd い 1 に 7 を 3 


毎月 分 配 型 で は な い 商品 が 対象 で す 。 


人 上 図 で は 、 利 益 率 は 運用 期間 を 通じ て 一 定 と し 、①「 分 配 金 を 受け 取る 運用 イメ ー ジ ] の 場合 、 運用 に よっ て 得 られ 
た 利益 を 全て 分 配 金 と し て 受け 取る と 仮定 し て いま す 。 

人 上 図 は 一 例 で あり 、 運 用 益 が プラ ス と マイ ナス を 繰り 返す 場合 も ちり ます 。 この よう な 場合 に お いて は 、 複 利 効果 
を 得 ら れる こと も あれ ば 、 得 られ な いこ と も あり ます 。 


役立つ サイ ト の 紹介 








日 本 証券 業 協 会 投資 信託 協会 
金融 庁 NISA 特 設 サ イト 国 愉 革 回 [みん な に いい さ ! NISA が いい さ !] 回 吾 間 回 [投信 総合 検索 ライ ブラ リー」 
http://www.fsa.go.jp/ i (NISA 特 設 サ イト ) 虹 (公募 投資 信託 の 検索 サイ ト ) 殖 
policy/nisa2/ 回 http://www.jsda.or.jp/ 固 結 https://toushin-Iib.fwg.ne.jp/ 右 詳 
nisa/index.html FdsWeb/ 


@ つみ た て NISA を 始め る に は 、 販売 会 社 で 専用 口座 の 開設 が 必要 と な り ま す 。 

人 @ ご の 冊子 は 、 実 践 的 な 投資 知識 の 普及 啓発 を 目的 と し て 作成 し た も の で あり 、 特 定 の 商品 の 売買 の 勧誘 を 目的 と し 
た も の で は あり ませ ん 。 

金融 商品 を 購入 する 際 は 、 商 品 の 特性 や 取引 の 仕組 み 、 リ スク ぜ や 手数料 等 の 費用 な ど を 十分 に ご 理解 いた だ いた 上 、 
必ず ご 自身 の 判断 と 責任 で 実行 し て くだ さい 。 

人 @ ご の 冊子 に 掲載 され た 情報 を 利用 する こと で 生じ る いか な る 損害 (直接 的 、 間 接 的 を 問わ むず) に つい て も 、 
金融 庁 及 び NISA 推 進 ・ 連 絡 協議 会 が 責任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 

人 @ ご の 冊子 は 、2020 年 5 月 時 点 の 法令 に 基づき 作成 し て いま す 。 


8 


